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稲が元気だと草が抑えられる 
大岡ふるさとづくり協議会は、4月から「有機稲作

スクール」を開催します。2025 年 2 月 15 日、ス

クールで講師を務める三木孝昭さんを大岡公民館に

招いて「自然稲作の世界～稲が草を抑える田づくりの

秘密～」を聴きました。 

 

4月から 6回の有機稲作スクール 
 

栽培歴の立て方から育苗、水管理

などを座学と実地で学ぶスクール。

定員は 30名。くわしくは SNSを

ご覧ください。 

眼前の場当たりより全体像が大事 
 

雑草が出てから何とかしようと手

を尽くしても、うまくいかない。田ん

ぼは稲と雑草との陣取り合戦。稲が

元気になると、雑草がおとなしくな

る。どうすれば稲が喜ぶか、全体像を

把握して必要な環境を整えておくこ

とが基本になる。 

みんなで 100年先も暮らしたい長野県にしよう！ 

大岡ふるさとづくり協議会 

三木孝昭さん 

公益財団法人自

然農法国際研究開

発センター研究部

専門技術員、日本

有機農学会理事。

著書「誰でもでき

る 有機のイネつ

くり」を携え全国

各地で指導にあた

っています。 

大岡地区内外から 90名近い参加

者で会場はいっぱい。関心の高さ

が伺えました。 著書「誰でもできる 有機のイネつくり」

を携え全国各地で指導にあたっています。 

秋からはじまる環境づくり 
 

稲刈りが終わった瞬間か

ら次作の土づくりがはじま

る。秋処理と育苗、栽植密度

で、雑草の生えない田んぼに

なることがわかった。 

自然環境や水はけなどに

よって状況が変わるので、耕

作者がめざす目的に合わせ

て田んぼの環境を整えるの

が大事。 


